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障がいのある方のための、点字とＣＤによる「えべつ市議会だより」もあります。

また、ホームページに音声データをアップしております。

議会ホームページ httpｓ://www.city.ebetsu.hokkaido. jp/site/gikai/

ホームページでは、議案等に対する各議員の賛否の状況や会議録（本会議・各委員会）

など、議会の情報が御覧になれます。また、江別市議会フェイスブックでも、議会の最

新情報を発信しておりますので、こちらもぜひ御覧ください。
江別市議会

ホームページ

江別市議会

フェイスブック

次期定例会の開催予定

●第2回定例会

 ６月１２日～６月２９日

●各委員会

 ６月１５日～６月１８日

●一般質問

 ６月２２日～６月２４日

※ 日程は予定です。詳しくは議会事務
局までお問い合わせください。

◇令和８年第１回定例会の概要 P ２～３

◇特集　令和８年度の予算を審査 P ４～５

◇９人が登壇　一般質問 P ６～10

◇市民の声をカタチに！政策形成サイクル P11

◇活動状況をお知らせ　委員会のページ P12

「出張します！市民と議会の集い」開催しました「出張します！市民と議会の集い」開催しました
江別・教育を考える会の皆様と議会広報広聴委員（稲守委員長・高間委員・三吉委員）
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◎
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２
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る
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第１回定例会は２月２４日から３月２５日まで３０日間の会期で開かれました。

■議案３０件（令和８年度一般会計当初予算など）

■意見書案６件

■決議案１件

■陳情４件

■報告９件

主な議案の内容についてお知らせします。

令和８年

第１回

定 例 会

物価高騰対策として地域商品券（6,500円分）を配付！PIC
KUP

PIC
KUP

 ※詳細は[臨時会]欄

予
　
　
　

算

陳
　
　
　

情
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議案・議決結果・

賛否の状況につ

いては、江別市

議会ホームペー

ジで公開してお

ります。

 
 

令
和
８
年
第
１
回
臨
時
会

 
 

（
１
月
14
日
）
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価
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対
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め
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催
さ
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ま
し
た
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で
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◎
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受
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す
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の
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要
す
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経
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の
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の
追
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な
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よ
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も
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で
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、
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お
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ま
し
た
。

そのほか第１回定例会（２月２４日～３月２５日）に提出された議案

第１回臨時会（１月１４日）に提出された議案

件　　名 議決結果

旧岡田倉庫付帯施設改築工事請負契約の締結 原案可決（全員一致）

契約締結の議決変更（八幡最終処分場盛土工事請負契約） 原案可決（全員一致）

契約締結の議決変更（江別太南大通り整備工事請負契約） 原案可決（全員一致）

市道路線の認定及び変更 原案可決（全員一致）

印鑑登録及び証明に関する条例の一部改正 原案可決（全員一致）

行政手続条例の一部改正 原案可決（全員一致）

情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定 原案可決（全員一致）

職員の定年等に関する条例の一部改正 原案可決（全員一致）

公益的法人等への江別市職員の派遣等に関する条例の制定 原案可決（全員一致）

国民健康保険税条例の一部改正 原案可決（多　　　数）

特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定 原案可決（全員一致）

介護保険条例の一部改正 原案可決（全員一致）

道路占用料条例の一部改正 原案可決（全員一致）

火災予防条例の一部改正 原案可決（全員一致）

水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決（全員一致）

下水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決（全員一致）

病院事業会計補正予算(第２号) 原案可決（全員一致）

２０２７年度介護保険制度の見直しに関する意見書 原案可決（全員一致）

太陽光発電設備のリサイクル推進及び適正な廃棄処理に関する意見書 原案可決（全員一致）

巨大災害発生に対する体制の整備を求める意見書 原案可決（全員一致）

地方の福祉人材確保の取組に向けた財政措置を求める意見書 原案可決（全員一致）

脳脊髄液漏出症患者の救済を求める意見書 原案可決（全員一致）

地方税財源の充実確保を求める意見書 原案可決（全員一致）

イランをめぐる軍事行動の即時停止と外交による平和的解決を求める決議 原案可決（全員一致）

新型インフルエンザ等対策行動計画の改定 報告済

専決処分につき承認を求めること（一般会計補正予算（第６号）） 承認

江別振興公社の令和８年度事業計画に関する書類 報告済

スポーツ振興財団の令和８年度事業計画に関する書類 報告済

フラワーテクニカえべつの令和８年度事業計画に関する書類 報告済

件　　名 議決結果

衆議院の定数削減について慎重な検討を求める意見書 原案可決（全員一致）

令
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1
回
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 令和８年度の一般会計ほか、特別会計、企業会計の８件の予算案

は、第１回定例会初日に予算決算常任委員会に付託され、３月１０日

から5日間にわたって審査を行った後、定例会最終日に採決されま

した。全ての予算について原案のとおり可決されました。

令和８年度
予算審査

・  一般会計の令和８年度の予算額は、対前年度当初比5.2％増の618億5, ０００万円

となりました。

・  全会計の令和８年度の予算額は、対前年度当初比６. ８％増の１，112億１，７８９万６

千円となりました。

各会計予算額 （単位 千円、 ％）

区分 令和7年度（当初） 令和8年度 増減 増減率

一般会計 58,790,000 61,850,000 3,060,000 5.2

特別会計 26,544,000 27,091,000 547,000 2.1

企業会計 18,767,515 22,276,896 3,509,381 18.7

全会計 104,101,515 111,217,896 7,116,381 6.8

討論概要

 予算決算常任委員会において、各会計予算案に対して、賛成の立場の委員と反対の立場の委員の討論が行

われましたので、概要をお知らせします。

一般会計予算

・ 令和８年度予算は、事業編成や内容、方向性につ

いてはおおむね評価するが、市にとって最大の予算

を投じることとなる新庁舎の建設が始まり、市の財

政は一層厳しくなる見込みであることから、自主財

源確保に努め、市長の強いリーダーシップの下、職員

一丸となって、事業の効率化や再編成に取り組むこ

とを期待する。

・ 商工業活性化事業補助金は、これまで別事業とし

て実施してきた農畜産物加工新商品開発支援と地

域資源による製品開発支援を統合し、補助上限額の

引上げや対象経費の拡充を図ることでより多くの事

業者が活用可能となった。  

　今後は、ふるさと納税の返礼品につながる商品創

出を目指すなど地域経済の活性化に資する取組と

して、積極的な周知と相談体制の充実を図り、多く

の事業者の活用につながることを期待する。

・ 病児・病後児保育事業は、子どもが保育園等で体

調不良となった際に、事前登録している保護者から

の依頼で、病児保育スタッフが代わりにお迎えや連

携医療機関での診察等に付き添い、保護者のお迎え

まで病児保育施設で預かる事業の実施施設への運

営費の補助金であるため、子育てと仕事の両立に貢

献するものとして期待する。

・ 全国的に公共事業の入札不調による工事の遅れ

が相次いでいるが、本庁舎建替事業が予算内かつ想

定スケジュールどおりに実施できるように責任を持

った対応を求めるとともに、起債償還に当たって

は、将来の財政負担が過度にならないように、必要

に応じて、今後の市全体での公共事業が平準化され

ることを期待する。

賛 成

・ 生活保護基準は、国民の生存権を保障する基準で

あり、長く続く物価高騰に見合う基準の引上げが求

められるが、現状はそのような対応が不十分であ

る。

　また、社会的にも単身世帯の高齢者の増加が課題

となっているとおり、令和５年度を境に受給世帯や

人員が微増傾向であり、令和６年度では生活保護受

給世帯の６割以上が高齢者世帯であることから、ケ

ースワーカーの対応にも配慮が必要である。

　病気になりやすく、治りにくい高齢受給者への対

応については、それに沿った知識と個別の対応が求

められることから、高齢者が安心して暮らし続けら

れるよう、ケースワーカー業務のさらなる充実を求

める。

反 対
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討論概要

国民健康保険特別会計予算

・ コールセンターからの電話催告や、夜間・日曜など
の納税相談、キャッシュレス納付の導入などの結果、
滞納世帯数や特別療養費対象世帯が減少している
ことを評価する。
　国民健康保険を取り巻く環境は複雑であり、様々
な情勢の変化に影響を受けるため、市の対応にも限
界があるものの、可能な限り被保険者の負担に配慮
するとともに、市民の健康と命を守る施策の充実に
全力で取り組むことを要望する。

賛 成

・ 国民健康保険税の改定には、道が示す標準保険料
率や賦課割合を考慮せざるを得ない状況となって
いるが、あくまでも賦課割合は目指す割合であり、
守らなければならないものではないと考える。
　また、特別療養の資格確認書が交付された際の受
診は全額負担となることから、引き続き特別な事情
がないか呼びかけるほか、丁寧な接触を継続するよ
う求める。

反 対

後期高齢者医療特別会計予算

・ 後期高齢者医療制度は、国民皆保険制度の維持
と世代間の負担の調整を図るための制度である。
　今後も医療費は増大する見込みであり、世代間、地
域間、医療間の格差解消を図らなければならないこ
とから、国に対して、制度のさらなる改善と整備を求
めることを要望する。

賛 成

・ 後期高齢者医療制度は、高齢者の負担増に加え、
マイナンバーカードの保険証利用という国の政策に
高齢者が翻弄される状況は認められることではな
く、住民福祉の増進を役割とする自治体としての対
応が不十分である。

反 対

介護保険特別会計予算

・ 介護予防の推進のためには、市の実情に応じて地
域支援に関する事業を組み合わせるほか、高齢者の
保健事業と一体的に進めるなど、介護予防や日常生
活支援に取り組んでいく必要がある。医療や介護の
専門職が、より高い専門性を発揮し、様々な団体と
支え合うことができるような、体制づくりの強化を
進めていくことを要望する。

賛 成

・ 滞納が続いた結果、本来の１割負担から３割負担
となる給付制限対象者が微増傾向にあることが危
惧される。
　また、施設入所待機中の家族の経済的負担や介護
負担を最小限にするために、公的サービスの提供体
制の整備が急がれる状況下では、高齢者の望む尊厳
ある生活を支える制度としての対策が不十分であ
る。

反 対

水道事業会計予算

・ 新年度から、ＰＦＯＳとＰＦＯＡの２つの物質の水質
検査が水道法上の水質基準に引き上げられ、市内８
か所で年４回の検査が行われることから、検査結果
の情報を市民に分かりやすい形で提供されること
を求める。
　今後、千歳川上流域においてさらなる半導体関連
産業の集積が見込まれるため、現在の千歳川下流か
らの取水と浄水供給の在り方について検討を進め
ることを希望する。

賛 成

・ 水道料金を滞納し、一定期間連絡が取れない場合
の給水停止措置が続けられているが、ライフライン
である水道を停止することは認めることができな
い。
　また、昨年度から水道料金の請求が２か月に一度
に変更され、新年度からは通年実施となるため、こ
れまで以上に支払い困難となる世帯が増えること
が想定されることから、さらに丁寧な対応を求め
る。

反 対

病院事業会計予算

・ リハビリテーションスタッフを７名増員させること
で、適切な医療環境が整備されることを期待する一
方、令和１１年度以降の償還は、企業債元利金に対す
る一般会計繰入金の減少が見込まれることから、さ
らなる経営改善の取組が必要である。
　今後も、断らない医療の姿勢を継続するとともに、
見直し後の経営強化プランの収支均衡に向けた取
組を進め、持続可能な地域医療体制が構築されるこ
とを期待する。

賛 成

令
和
8
年
第
1
回
定
例
会
の
概
要

特
集
　

令
和
８
年
度
の
予
算
を
審
査

議
員
が
市
政
を
た
だ
す
　

一
　

般
　

質
　

問

市
民
の
声
を
カ
タ
チ
に
！
政
策
形
成
サ
イ
ク
ル
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質
問
　

市
立
病
院
で
開
始
し
た
整
形
外

科
の
肩
専
門
外
来
に
つ
い
て
、
も
っ
と

市
民
へ
の
周
知
が
必
要
で
は
。

答
弁
　

市
立
病
院
で
は
、令
和
7
年
7
月

か
ら
、
月
曜
日
の
午
後
に
肩
専
門
外
来

を
開
設
し
た
。
開
設
に
あ
た
っ
て
、
市
立

病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
院
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る

ほ
か
、市
立
病
院
広
報
誌
い
た
わ
り
プ
ラ

ス
で
も
特
集
記
事
を
組
ん
で
周
知
し
た
。

　

ま
た
、
整
形
外
科
医
師
が
地
域
の
医
療

機
関
を
訪
問
し
た
際
に
、
肩
の
病
気
で

悩
ん
で
い
る
方
を
紹
介
し
て
も
ら
え
る

よ
う
依
頼
す
る
な
ど
、
医
療
機
関
と
連

携
し
た
周
知
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
肩
専
門
外
来

を
は
じ
め
と
し
た
整
形
外
科
全
般
の
患

者
数
が
、
外
来
・
入
院
と
も
に
飛
躍
的
に

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
、
医
療
機
関
へ
の

訪
問
の
機
会
な
ど
を
通
じ
て
、
周
知
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

質
問
　

新
た
に
開
設
す
る
形
成
外
科
で

は
、患
者
需
要
、診
療
内
容
、診
療
報
酬
、

他
の
診
療
科
と
の
関
わ
り
な
ど
を
ど
の

よ
う
に
想
定
し
て
い
る
か
。

答
弁
　

市
立
病
院
で
は
、
令
和
8
年
4

月
か
ら
形
成
外
科
を
開
設
予
定
で
あ
る
。

　

形
成
外
科
は
、
体
の
表
面
に
あ
る
病
気

の
治
療
を
幅
広
く
行
う
診
療
科
で
あ
り
、

褥
じ
ょ
く

瘡そ
う

や
術
創
な
ど
の
皮
膚
の
病
気
や
、

傷
、
腫
瘍
の
ほ
か
、
眼が

ん

瞼け
ん

下
垂
な
ど
の
ま

ぶ
た
の
病
気
の
診
療
を
想
定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
病
気
は
、
高
齢
化
に
伴
い
需

要
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
が
、
江
別
市

や
南
空
知
地
域
で
は
形
成
外
科
を
設
け

て
い
る
医
療
機
関
が
少
な
い
た
め
、
市
立

病
院
で
開
設
す
る
意
義
は
大
き
い
と
考

え
る
。

　

令
和
8
年
度
は
、
外
来
と
入
院
を
合

わ
せ
て
約
6
千
万
円

の
収
益
を
見
込
ん
で

お
り
、
様
々
な
診
療
科

と
の
連
携
や
、
新
生
児

の
先
天
性
疾
患
へ
の

対
応
な
ど
も
想
定
し

て
い
る
。

議員が市政をただす

一般質問
　今定例会では、9人の議員が一般質問を行いました。

　誌面の都合上、各議員が行った質問の中から、1人2項目を

要約してお伝えいたします。

※ 二次元コードを読み取ると、一般質問の動画を御覧いただ

けます。

整
形
外
科
の
肩
専
門
外
来
を
も

っ
と
周
知
す
べ
き
で
は

市
立
病
院
で
新
た
に
診
療
を
開

始
す
る
形
成
外
科
と
は

政
和
会

芳は

賀が

理ま
さ

己み
　

議
員



〔7〕 えべつ市議会だより　　令和８年５月１日発行

質
問
　

家
計
支
援
を
主
な
目
的
と
す
る

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
事
務
費
の
割

合
を
低
く
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
場
合
、

水
道
料
金
の
減
免
が
有
力
な
選
択
肢
に

な
る
の
で
は
。

答
弁
　

物
価
高
騰
対
策
事
業
の
う
ち
、
プ

レ
ミ
ア
ム
つ
き
商
品
券
の
配
付
、
現
金
給

付
、
水
道
料
金
の
減
免
の
3
事
業
に
つ
い

て
、
必
要
と
な
る
事
務
費
を
比
較
し
た

場
合
、
水
道
料
金
の
減
免
が
最
も
事
務

費
を
少
な
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
考
え
る
。

　

そ
の
上
で
、
市
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
物
価

高
騰
対
策
の
事
業
を
選
定
す
る
際
、
国

が
示
す
交
付
金
使
途
の
推
奨
メ
ニ
ュ
ー

を
参
考
に
、
事
務
費
の
割
合
だ
け
で
は

な
く
、
生
活
者
と
事
業
者
双
方
へ
の
支

援
に
つ
な
が
る
よ
う
、
地
域
に
よ
る
消
費

喚
起
効
果
な
ど
も
勘
案
し
、
総
合
的
に

判
断
し
て
き
た
。

　

今
後
も
、
事
務
内
容
を
精
査
し
、
経
費

削
減
に
努
め
な
が
ら
、
実
施
す
る
事
業

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　

使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
リ
サ
イ

ク
ル
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
削
減
効
果
や

資
源
循
環
を
踏
ま
え
た
処
理
方
法
に
つ

い
て
現
時
点
で
の
認
識
は
。

答
弁
　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
に
基
づ
き
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推

進
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
二

酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
に
向
け
た
普
及

啓
発
の
充
実
な
ど
、
脱
炭
素
社
会
を
実

現
す
る
た
め
の
様
々
な
取
組
を
進
め
て

い
る
。

　

使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
再
生
利
用
に
つ

い
て
は
、国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、上
質

パ
ル
プ
等
の
原
料
化
や
吸
水
性
ポ
リ
マ

ー
の
固
形
燃
料
化
に
よ
る
代
替
効
果
な

ど
に
よ
っ
て
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削

減
が
期
待
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
再
生
利
用
は
、

環
境
負
荷
の
低
減
や
二
酸
化
炭
素
の
削

減
に
有
効
な
取
組
と
考
え
て
い
る
が
、
現

在
、
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
焼

却
熱
を
使
っ
た
発
電
に
よ
り
、
自
家
消

費
や
売
電
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
二
酸

化
炭
素
の
排
出
削
減
に
貢
献
し
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問
　

市
の
基
金
残
高
が
増
え
て
い
る

こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
1
年
程
度
の
債

券
運
用
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
範
囲
を

拡
大
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
は
。

答
弁
　

基
金
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
資

金
繰
り
の
状
況
、
積
立
て
や
取
崩
し
の
見

込
み
な
ど
を
勘
案
し
て
、
手
法
や
金
額
、

期
間
を
決
定
し
て
い
る
。

　

国
債
な
ど
の
有
価
証
券
に
よ
る
運
用

は
、満
期
ま
で
保
有
す
る
こ
と
で
元
金
が

保
証
さ
れ
る
点
や
、定
期
預
金
等
に
よ
る

運
用
と
比
べ
て
利
回
り
が
大
き
い
傾
向

に
あ
る
た
め
、
基
金
を
確
実
か
つ
有
利
に

運
用
す
る
た
め
の
有
効
な
手
法
で
あ
る
。

　

ま
た
、
基
金
残
高
が
増
加
傾
向
に
あ
り

金
利
が
上
昇
し
て
い
る
近
年
の
状
況
で

は
、
有
価
証
券
に
よ
る
運
用
が
よ
り
有

効
な
手
法
で
あ
る
と
考

え
る
。

　

市
で
は
、
引
き
続
き

情
報
収
集
を
行
い
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
法

の
特
徴
を
踏
ま
え
、
よ

り
効
果
的
な
運
用
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　

将
来
の
ご
み
処
理
の
在
り
方
を

検
討
す
る
中
で
、
広
域
連
携
の
一
環
と

し
て
民
間
事
業
者
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
活

用
す
る
可
能
性
は
あ
る
か
。

答
弁
　

市
で
は
、
長
期
的
・
総
合
的
な
視

点
に
立
ち
、
ご
み
の
発
生
抑
制
や
資
源

化
な
ど
の
目
標
を
掲
げ
、
江
別
市
一
般

廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に
基
づ
き
一
般

廃
棄
物
処
理
に
関
す
る
施
策
を
進
め
て

い
る
。

　

現
在
改
定
作
業
中
の
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
の
中
で
、
施
設
の
更
新
、
ご

み
処
理
の
広
域
化
、
分
別
の
見
直
し
の
ほ

か
、
リ
サ
イ
ク
ル
手
法
な
ど
、
将
来
的
な

ご
み
処
理
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
江
別
市

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
を
は
じ
め
、

よ
り
多
く
の
市
民
や
事
業
者
等
の
声
を

聴
き
な
が
ら
令
和
12
年
度
ま
で
に
取
り

ま
と
め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
使
用
済
み

紙
お
む
つ
の
再
生
利
用
に
係
る
広
域
連

携
に
つ
い
て

も
、
こ
の
中

で
議
論
し
て

い
き
た
い
。

令
和
8
年
第
1
回
定
例
会
の
概
要

一
般
質
問

芳
賀
　

理
己

石
川
　

麻
美

岡
　

英
彦

吉
本
　

和
子

佐
々
木
　

聖
子

稲
守
　

耕
司

猪
股
　

美
香

三
吉
　

芳
枝

干
場
　

芳
子

市
民
の
声
を
カ
タ
チ
に
！
政
策
形
成
サ
イ
ク
ル

え
べ
つ
地
域
創
生
の
会

岡お
か

　
　

英ひ
で

彦ひ
こ

　

議
員

物
価
高
騰
対
策
に
は
水
道
料
金

の
減
免
が
有
力
な
選
択
肢
で
は

基
金
運
用
に
は
も
う
一
歩
踏
み

込
ん
だ
検
討
を

使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
処
理

環
境
目
標
と
結
び
つ
け
た
検
討
を

広
域
連
携
と
し
て
民
間
事
業
者

に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
検
討
を

公
明
党

石い
し

川か
わ

麻あ
さ

美み
　

議
員
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質
問
　

病
院
事
業
債
を
活
用
し
て
資
金

不
足
の
解
消
を
図
る
こ
と
と
し
た
が
、

そ
の
効
果
と
経
営
改
善
へ
の
決
意
は
。

答
弁
　

病
院
事
業
債
は
、厳
し
い
経
営
環

境
に
直
面
し
て
い
る
公
立
病
院
の
経
営

改
善
を
目
的
と
し
て
、
令
和
7
年
度
に

国
が
創
設
し
た
起
債
制
度
で
、
償
還
年

限
を
15
年
以
内
と
し
て
、発
生
し
た
資
金

不
足
分
に
活
用
で
き
る
仕
組
み
で
あ
る
。

　

借
入
金
の
負
担
が
長
期
に
平
準
化
さ

れ
る
こ
と
は
、
経
営
の
安
定
化
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、令
和
7
年
度
と
8
年
度
に

合
計
53
億
円
の
起
債
を
予
定
し
て
い
る
。

　

起
債
の
活
用
に
当
た
っ
て
示
し
た
51
億

7
千
900
万
円
の
経
営
改
善
効
果
額
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
医
師
招

聘
な
ど
の
取
組
が
客
観
的
に
評
価
さ
れ

た
結
果
だ
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

今
後
も
、
断
ら
な
い
医
療
と
い
う
考
え

の
下
、
市
立
病
院
に
求
め
ら
れ
る
専
門

的
な
急
性
期
医
療
の
提
供
体
制
の
確
保

に
向
け
て
、経
営
再
建
を
成
し
遂
げ
た
い
。

質
問
　

家
族
経
営
協
定
の
制
度
を
周
知

す
る
工
夫
や
、
締
結
を
推
進
す
る
手
だ

て
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁
　

国
は
、
家
族
経
営
協
定
と
は
、
家

族
農
業
経
営
に
携
わ
る
各
世
帯
員
が
、

意
欲
と
や
り
が
い
を
持
っ
て
経
営
に
参

画
で
き
る
魅
力
的
な
農
業
経
営
を
目
指

し
、
経
営
方
針
や
役
割
分
担
、
家
族
み
ん

な
が
働
き
や
す
い
就
業
環
境
な
ど
に
つ

い
て
、
家
族
間
の
十
分
な
話
合
い
に
基
づ

き
取
り
決
め
る
も
の
と
定
義
し
て
い
る
。

　

家
族
経
営
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
で

認
定
農
業
者
向
け
の
支
援
が
あ
る
こ
と

か
ら
、認
定
農
業
者
の
農
業
経
営
改
善
計

画
の
更
新
に
合
わ
せ
、
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
送
付
し
て
、制
度
を
周
知
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
な
ど
で
は
農
業
者

か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
中
で
、
制
度
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

市
で
は
、
持
続
可
能
な
農
業
を
維
持
し

て
い
く
上
で
、
農
業
分
野
の
男
女
共
同
参

画
の
推
進
は
、
有
効
な
方
策
の
一
つ
と
考

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
周
知
・

啓
発
に
努
め
た
い
。

質
問
　

今
後
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
量
だ
け
で
は
な
く
、
質
を
高
め
る
こ

と
も
不
可
欠
な
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
体

制
を
強
化
し
て
は
。

答
弁
　

高
齢
化
が
進
む
中
、入
院
中
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、介
護
予
防
や
早
期

社
会
復
帰
の
観
点
か
ら
重
要
性
が
高
ま

っ
て
お
り
、体
制
の
強
化
は
急
務
で
あ
る
。

　

市
立
病
院
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
採
用
数

を
増
や
し
、
令
和
8
年
4
月
か
ら
は
、
理

学
療
法
士
13
名
、
作
業
療
法
士
5
名
、言

語
聴
覚
士
3
名
の
計
21
名
の
体
制
と
し
、

経
営
強
化
プ
ラ
ン
で
令
和
10
年
度
の
目

標
値
と
し
て
い
た
20
名
を
前
倒
し
で
達

成
で
き
る
見
通
し
と
な
っ
た
。

　

ま
ず
は
、
こ
の
体
制
で
、
入
院
直
後
か

ら
の
早
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
休
日

対
応
な
ど
を
進
め
、
よ
り
質
の
高
い
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
努
め
て
い
き

た
い
が
、
今
後
、
見
直

し
が
必
要
と
な
っ
た

と
き
に
は
、
さ
ら
な

る
体
制
強
化
の
必
要

性
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

質
問
　

公
共
交
通
に
関
す
る
政
策
づ
く

り
に
、
岐
阜
市
の
例
を
参
考
と
し
た
誰

も
が
参
加
で
き
る
市
民
主
導
型
交
通
会

議
の
設
置
を
検
討
し
て
は
。

答
弁
　

岐
阜
市
の
市
民
交
通
会
議
は
、
交

通
施
策
の
転
換
期
に
あ
っ
た
平
成
16
年

度
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
学
識
経
験
者

や
関
係
団
体
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

市
民
が
誰
で
も
参
加
で
き
る
一
日
市
民

交
通
会
議
で
聴
取
し
た
意
見
も
含
め
た

様
々
な
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
会
議
の
中
で

取
り
ま
と
め
た
経
緯
が
あ
る
。

　

市
で
は
、こ
れ
ま
で
も
、地
域
公
共
交
通

計
画
策
定
時
な
ど
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
て
き
た
ほ
か
、地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
や
公
共
交
通
事
業
者
な
ど

と
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、公
共
交
通

施
策
を
進
め
て
き
た
。

　

現
時
点
で
は
市
民

主
導
型
の
交
通
会
議

を
設
置
す
る
考
え
は

な
い
が
、
様
々
な
機
会

を
通
じ
て
、
市
民
ニ
ー

ズ
の
把
握
に
努
め
て
い

き
た
い
。

病
院
事
業
債
を
活
用

市
立
病
院
経
営
改
善
へ
の
決
意
は

市
立
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
体
制
の
さ
ら
な
る
強
化
を

農
業
の
男
女
共
同
参
画

家
族
経
営
協
定
締
結
の
推
進
を

地
域
交
通
政
策
づ
く
り
に
重
要
な

市
民
主
導
型
交
通
会
議
の
設
置
を

日
本
共
産
党
議
員
団

吉よ
し

本も
と

　

和か
ず

子こ
　

議
員

民
主
・
市
民
の
会

佐さ

々さ

木き 

聖せ
い

子こ
　

議
員
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質
問
　

火
災
な
ど
の
緊
急
時
に
、
避
難

用
住
居
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
公
営
住

宅
だ
け
で
な
く
、
民
間
団
体
や
企
業
な

ど
に
も
当
た
る
仕
組
み
が
必
要
で
は
。

答
弁
　

火
災
な
ど
の
緊
急
時
に
、
宿
泊
施

設
や
学
生
寮
な
ど
の
民
間
施
設
を
一
時

的
な
避
難
先
と
し
た
場
合
、
住
居
確
保

に
係
る
費
用
補
償
な
ど
の
課
題
が
あ
る

ほ
か
、
被
災
者
に
家
賃
の
支
払
い
な
ど
の

負
担
が
生
じ
て
し
ま
う
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
緊
急
避
難
用
の
住

居
の
提
供
に
つ
い
て
、
道
営
住
宅
で
は
個

別
の
事
案
に
応
じ
た
対
応
と
な
る
ほ
か
、

Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
で
は
提
供
し
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。

　

市
で
は
、
被
災
者
の
負
担
が
な
く
、
緊

急
時
に
条
件
付
で
入
居
で
き
る
市
営
住

宅
の
目
的
外
使
用
と
し
て
の
対
応
を
継

続
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
緊
急
避
難

用
の
住
居
確
保
の
選
択
の
幅
を
広
げ
る

こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
、ま
ず
は
、ど

の
よ
う
な
対
応
が
可
能
で
あ
る
か
、道
や

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　

原
子
力
災
害
を
想
定
し
た
備
え

と
し
て
、
放
射
線
量
の
測
定
や
Ｎ
95
マ

ス
ク
等
の
備
品
を
備
蓄
し
て
は
。

答
弁
　

江
別
市
は
泊
原
子
力
発
電
所
か

ら
約
80
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
お
り
、
道

の
地
域
防
災
計
画
で
重
点
的
に
原
子
力

災
害
対
策
を
実
施
す
べ
き
と
さ
れ
る
区

域
に
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
放
射
線
量
の

測
定
に
関
し
て
は
、
道
が
公
開
す
る
環

境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
で
、
札

幌
市
や
岩
見
沢
市
な
ど
の
近
隣
自
治
体

に
あ
る
観
測
局
の
デ
ー
タ
を
参
照
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

市
で
は
、
各
種
災
害
関
連
情
報
と
同
様

に
、
放
射
線
量
の
測
定
数
値
に
基
づ
く

注
意
喚
起
な
ど
、
原
子
力
災
害
に
関
す

る
情
報
に
つ
い
て
も
、
市
の
防
災
情
報
サ

ー
ビ
ス
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
Ｅ
メ
ー
ル

や
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
り
情
報
発
信
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
災
害
対
応
物
品
に
つ
い
て
は
、
江

別
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
原
子

力
災
害
に
限
ら
ず
、
様
々
な
災
害
に
対

応
で
き
る
よ
う
整
備
を
進
め
て
い
る
。

質
問
　

火
災
等
の
緊
急
時
、
消
防
や
警

察
か
ら
市
の
担
当
者
に
、
住
居
支
援
要

請
が
届
く
ま
で
の
連
絡
経
路
は
整
備
さ

れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
の
運
用
の
弾
力

化
も
図
る
べ
き
で
は
。

答
弁
　

被
災
者
が
火
災
時
の
緊
急
避
難

先
と
し
て
市
営
住
宅
の
入
居
を
希
望
し

た
場
合
に
は
、
消
防
本
部
が
即
時
に
情

報
を
提
供
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
支
援
要
請
が
あ
っ
た
場
合
、
平

日
の
開
庁
時
は
即
日
中
に
、
夜
間
や
休

日
で
は
翌
開
庁
日
以
降
に
、
市
営
住
宅

の
目
的
外
使
用
の
申
請
を
受
け
付
け
て

お
り
、
そ
の
際
に
は
、
罹
災
証
明
書
と
住

民
票
の
み
で
受
付
し
、
速
や
か
に
入
居
許

可
書
を
交
付
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
罹
災
証
明
書
の
発
行
確
認
な

ど
の
際
、
関
係

部
局
と
の
連
携

を
強
め
、
可
能

な
限
り
速
や
か

に
入
居
で
き
る

よ
う
柔
軟
に
対

応
し
た
い
。

質
問
　

運
転
免
許
証
の
返
納
者
に
対
し

て
、
警
察
署
や
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
て
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
啓

発
を
行
っ
て
い
る
か
。

答
弁
　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
バ
ス
路
線

や
列
車
の
時
刻
表
と
運
行
状
況
な
ど
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
て
き
た

ほ
か
、
バ
ス
路
線
マ
ッ
プ
や
乗
り
方
ガ
イ

ド
を
作
成
し
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進

に
向
け
た
情
報
を
発
信
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
出
前
講
座
の
実
施
や
、
広
報
え

べ
つ
で
特
集
記
事
を
組
む
な
ど
、
バ
ス
利

用
の
促
進
に
努
め
て
き
た
。

　

現
在
、
江
別
警
察
署
の
中
に
、
買
物
を

し
た
商
品
の
無
料
配
送
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

運
転
免
許
証
の
返
納

者
が
受
け
ら
れ
る
各

種
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配

架
し
て
お
り
、
今
後
は
、

公
共
交
通
の
利
用
促

進
に
関
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
も
配
架
が
可

能
か
相
談
し
て
い
き

た
い
。

※N95マスク‥微粒子などの飛沫核を95%以上捕集するとされる高性能な防護マスク

令
和
8
年
第
1
回
定
例
会
の
概
要

一
般
質
問

芳
賀
　

理
己

石
川
　

麻
美

岡
　

英
彦

吉
本
　

和
子

佐
々
木
　

聖
子

稲
守
　

耕
司

猪
股
　

美
香

三
吉
　

芳
枝

干
場
　

芳
子

市
民
の
声
を
カ
タ
チ
に
！
政
策
形
成
サ
イ
ク
ル

民
主
・
市
民
の
会

稲い
な

守も
り

耕こ
う

司じ
　

議
員

災
害
時
の
住
居
確
保

様
々
な
団
体
と
の
連
携
を

災
害
時
の
住
居
確
保

消
防
・
警
察
と
の
連
携
体
制
は

原
子
力
災
害
時
の
放
射
性
物
質

に
対
す
る
準
備
が
必
要
で
は

運
転
免
許
証
の
返
納
者
に
バ
ス

の
利
用
啓
発
を

え
べ
つ
地
域
創
生
の
会

猪い
の

股ま
た

美み

香か
　

議
員
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質
問
　

市
議
会
で
は
、
道
に
対
し
て
、
ラ

ピ
ダ
ス
株
式
会
社
の
半
導
体
製
造
工
場

本
格
稼
働
へ
向
け
た
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
に
関
す
る
積
極
的
な
情
報
開
示
と
検

査
体
制
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
を
提

出
し
た
が
、
そ
の
後
の
道
の
対
応
は
。

答
弁
　

昨
年
9
月
、
市
議
会
は
、
地
方
自

治
法
第
99
条
に
基
づ
き
、
市
の
公
益
に

関
す
る
こ
と
と
し
て
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
関
す

る
意
見
書
を
道
に
提
出
し
た
。

　

こ
の
意
見
書
は
市
議
会
の
総
意
と
し

て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
尊
重
さ
れ

る
べ
き
も
の
と
し
て
認
識
し
て
い
る
が
、

現
時
点
で
は
、
道
か
ら
の
具
体
的
な
ア
ク

シ
ョ
ン
や
意
見
書
に
関
す
る
市
へ
の
問
合

せ
は
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

市
で
は
、
ラ
ピ
ダ
ス
株
式
会
社
と
道
の

協
定
内
容
の
開
示
に
つ
い
て
言
及
す
る

立
場
に
は
な
い
が
、今
後
も
、安
全
・安
心

な
水
道
水
の
供
給
に
支
障
が
生
じ
な
い

よ
う
丁
寧
な
説
明
を
求
め
て
い
き
た
い
。

質
問
　

訪
問
診
療
・
訪
問
看
護
・
訪
問
介

護
等
の
た
め
に
利
用
者
宅
を
訪
問
す

る
際
の
冬
期
に
お
け
る
車
両
の
駐
車
環

境
は
。

答
弁
　

訪
問
介
護
事
業
者
等
が
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
の
た
め
に
利
用
者
宅
を
訪
問

す
る
際
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
車
両
の
駐
車

場
所
を
確
認
し
た
上
で
訪
問
し
て
い
る

が
、
冬
期
は
、
積
雪
に
よ
り
普
段
駐
車
し

て
い
る
場
所
を
使
用
で
き
な
い
な
ど
の

理
由
か
ら
、
駐
車
場
所
の
確
保
が
困
難

な
場
合
も
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

冬
期
は
、
訪
問
介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
が
、
家
族
や
除
雪
業
者
に
支
援
を

依
頼
す
る
な
ど
し
て
駐
車
場
所
を
用
意

し
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
駐
車
場
所
の

確
保
が
困
難
な
利
用
者
宅
へ
の
訪
問
の

際
は
、
訪
問
介
護
事
業
者
等
が
、
そ
れ
ぞ

れ
駐
車
可
能
な
場
所
の
情
報
を
共
有
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し

て
い
る
。

質
問
　

市
が
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
方
針

を
掲
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
世
界
最

高
強
度
の
食
器
を
学
校
給
食
用
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
は
。

答
弁
　

現
在
、
給
食
用
食
器
に
は
強
化

磁
器
食
器
を
使
用
し
て
い
る
。
世
界
最

高
強
度
の
磁
器
材
料
を
使
用
し
た
食
器

に
つ
い
て
は
、
江
別
市
学
校
給
食
用
食
器

検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
実
際
に
サ
ン
プ

ル
を
用
い
て
検
討
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　

同
委
員
会
で
は
、
現
行
の
食
器
よ
り
も

破
損
事
故
が
減
る
こ
と
へ
の
期
待
や
破

損
の
可
能
性
が
残
る
こ
と
へ
の
懸
念
の

ほ
か
、
食
器
の
重
み
に
よ
る
児
童
へ
の
負

担
増
加
を
心
配
す
る
意
見
や
感
想
が
あ

っ
た
。

　

市
の
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
方
針
は
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

削
減
に
主
眼
を
置

い
た
取
組
の
推
進

で
あ
る
が
、
同
委
員

会
で
様
々
な
材
質

の
食
器
に
つ
い
て
議

論
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

質
問
　

訪
問
介
護
等
の
た
め
に
車
両
を

使
用
す
る
際
に
国
の
駐
車
許
可
制
度
を

利
用
で
き
る
が
、
地
域
住
民
に
十
分
理

解
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
周
知
が

必
要
で
は
。

答
弁
　

駐
車
許
可
制
度
は
、
駐
車
せ
ざ

る
を
得
な
い
特
別
な
事
情
へ
の
配
慮
と

駐
車
規
制
の
必
要
性
を
比
較
し
、
配
慮

の
必
要
性
が
高
い
場
合
に
、
申
請
を
受
け

た
警
察
署
が
許
可
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

市
で
は
、
こ
の
制
度
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
、
訪
問
介
護
事
業
者
等
が

駐
車
場
所
を
確
保
し
、
円
滑
に
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
支
援
し
て

い
る
。

　

駐
車
許
可
を
受
け
た
車
両
は
許
可
証

を
掲
示
し
て
い
る
が
、
ま
だ
認
知
度
が
低

い
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
制
度
の
周
知
を

図
る
と
と
も
に
、
駐

車
に
関
す
る
意
見

が
寄
せ
ら
れ
た
際

に
は
、
制
度
の
内
容

を
説
明
す
る
な
ど
、

丁
寧
に
対
応
し
て

い
き
た
い
。

※PFAS‥フッ素結合を持つ人工化合物の総称

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
関
す
る
意
見
書
提

出
後
の
道
の
対
応
は

学
校
給
食
用
食
器
に
世
界
最
高

強
度
の
磁
器
の
も
の
を

訪
問
介
護
等
の
車
両

冬
期
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は

訪
問
介
護
等
の
車
両

駐
車
許
可
制
度
の
周
知
促
進
を

　

こ
の
ほ
か
、
江
別
市
学
校
給
食
の
在
り
方
基
本

構
想
に
つ
い
て
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
フ
ァ
ー
ム
施
設
の
誘
致
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

公
明
党

三み

吉よ
し

芳よ
し

枝え
　

議
員

民
主
・
市
民
の
会

干ほ
し

場ば

芳よ
し

子こ
　

議
員
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和
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年
第
1
回
定
例
会
の
概
要

一
般
質
問

芳
賀
　

理
己

石
川
　

麻
美

岡
　

英
彦

吉
本
　

和
子

佐
々
木
　

聖
子

稲
守
　

耕
司

猪
股
　

美
香

三
吉
　

芳
枝

干
場
　

芳
子

市
民
の
声
を
カ
タ
チ
に
！
政
策
形
成
サ
イ
ク
ル



●この市議会だよりは再生紙を使用しています。

活動状況をお知らせします

委員会のページ

〔12〕えべつ市議会だより　　令和８年５月１日発行

江別市議会広報広聴委員会　　◎委員長　稲守 耕司　　〇副委員長　石川 麻美

●委員　岡 英彦、島田 泰美、高橋 典子、高間 専逸、芳賀 理己、三吉 芳枝、吉田 美幸

で採択すべきものと決し、委員会として国へ意

見書を提出することとなりました。

　また、市内で行方不明になった認知症高齢者

等の早期発見と生命や身体の安全確保等を目

的とした、江別市見守りＳＯＳネットワークの概

要について報告を受けました。

　捜索協力機関は警察や地域包括支援センタ

ー等であり、事務局は介護保険課です。

　広報えべつや市ホームページに掲載され、公

共施設にはチラシも置かれます。

 令和８年２月１日から、水道の使用開始、中止、

市内転居の手続をウェブサイトから行うことが

可能になりました。２４時間受付のため、働き方

が不規則な市民の方も手続しやすくなります。

　従前の電話等による申込みも引き続き可能

です。

　また、政策形成サイクルにおいては、雪対策・

除排雪を安定的かつ公平に進めるための基本

的な考え方とルールを明確にするため、３月２

４日に雪対策に関する条例制定の検討を求め

る提言書を市長に提出いたしました。

 出張します！市民と議会の集いを、２月２２

日に初めて開催いたしました。引き続き、皆様

のお申込みをお待ちしております。

　また、４月から常任委員会の所管と名称が一

部変更されたことから、委員会ページ内での

表記も変更いたしました。変更内容は以下のと

おりです。詳細は２ページを御覧ください。

生活福祉常任委員会
↓

民生福祉常任委員会

経済建設常任委員会
↓

生活産業常任委員会
●生活環境部　　 
●健康福祉部
●子ども家庭部
●消防本部
●市立病院

●生活環境部
●経済部
●建設部
●農業委員会
●水道部

生活産業常任委員会

ウェブサイトから水道の手続が可能に！

議会広報広聴委員会

新たな市民と議会の集いがスタート！

 常任委員会で取り組んできた政策形成サイ

クルに基づく政策提言書の取扱いについて協

議を行いました。今後は、議会改革検討小委員

会において、政策形成サイクルの在り方につい

て引き続き協議を進めてまいります。

　また、議会運営に関する検討課題として、職

員と傍聴者の委員会室への飲み物持込みにつ

いてや委員会傍聴の許可制の見直しについて

協議を行いました。そのほかの検討課題につ

いても、引き続き協議を進めてまいります。

 付託された２件の陳情審査を行った結果、ラ

ピダス社に関する諸課題の総合調整事務を行

う部局を定めることについて、一部採択とすべ

きもの、政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態

調査を求めることについては、採択すべきも

のとそれぞれ多数をもって決しました。

　また、江別市行政手続条例の一部を改正する

条例の制定について、江別市情報通信技術を

活用した行政の推進に関する条例の制定につ

いて外計４件の議案審査を行い、いずれも全

員一致で可決すべきものと決しました。

 付託された陳情2027年度介護保険制度

「改正」に向けた意見書の提出を求めることに

ついては、陳情者の陳述を受けた後、全員一致

議会運営委員会・議会改革検討小委員会

よりよい議会運営へ！

総務文教常任委員会

陳情の審査を行いました！

民生福祉常任委員会

介護を支える制度の整備を


